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「観光公害」を乗り越えるために特
集

　

１　

は
じ
め
に

　

二
〇
二
四
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
（
推
計
値
）
は
三
六
八
六
万
九

九
〇
〇
人
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
過
去
最
高
だ
っ
た
二
〇
一
九
年
の
三
一
八

八
万
二
〇
四
九
人
を
大
幅
に
上
回
り
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
記
録
を

更
新
し
た
。
二
〇
二
〇
年
か
ら
始
ま
る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
一
時
は
観
光
の
危

機
を
迎
え
た
が
、そ
の
影
響
は
も
う
消
え
去
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。全

世
界
的
に
見
て
も
、
二
〇
二
四
年
の
国
際
旅
客
数
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
レ

ベ
ル
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
国
境
が
封
鎖
さ
れ
、
自
由
な
移

動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
抑
圧
か
ら
の
反
動
で
、
観
光
需
要
は
瞬

く
間
に
回
復
し
、
さ
ら
に
成
長
し
続
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
し
き
り
に
言
わ
れ
て
い
た
「
不
要
不
急
」
の
も
の
と
し
て
の
観
光
が
、

「
観
光
公
害
」
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

「
不
要
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、む
し
ろ
観
光
と
い
う
居

住
地
か
ら
の
移
動
を
伴
う
人
の
営
み
は
、
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力

的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

人
び
と
が
観
光
を
行
う
た
め
に
は
、
当
然
な
が
ら
費
用
や
時
間
が
か
か

る
。
国
を
跨
ぐ
国
際
旅
客
の
場
合
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
訪
問
で
き
る
国
の
数
は
、
国
籍
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
る
。
そ
れ
は
、
各
国
の
信
頼
度
や
国
間
の
国
際
関
係
、
外

交
政
策
な
ど
を
要
因
と
す
る
も
の
だ
が
、各
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト
で
、ビ
ザ
不

要
で
入
国
可
能
な
国
数
を
整
理
し
たT

he H
enley P

assport Inde

＊
１

x

を
二

〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
五
年
ま
で
経
年
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
平
均
は

二
〇
一
六
年
の
九
六
・
二
か
ら
二
〇
二
五
年
の
一
一
〇
・
八
に
ま
で
、
お

お
よ
そ
一
五
％
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
国
籍
別
に
見
る
と
、
日
本
や
欧

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
背
景
と

問
題
の
本
質

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
観
光
政
策
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
、

日
本
に
お
い
て
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
深
刻
化
し
た
背
景
と
、
対
応
す
べ
き
問
題
の
根
本
を
探
る
。

立
教
大
学
観
光
学
部
准
教
授

西
川
　亮

に
し
か
わ
・
り
ょ
う

一
九
八
五
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
工

学
）。
立
教
大
学
観
光
学
部
助
教
を
経
て
二
〇
二
一
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
、
観
光
政
策
、
観
光
ま
ち

づ
く
り
。
主
な
著
書
（
共
著
）
に
、『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』（
丸
善
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
や

『
ポ
ス
ト
・
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
』（
学
芸
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
ほ
か
。

米
諸
国
で
一
〇
％
程
度
の
増
加
、
中
国
は
一
四
％
の
増
加
、
東
南
ア
ジ
ア

は
タ
イ
で
一
九
・
七
％
増
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
一
七
・
二
％
増
な
ど
と
な

っ
て
お
り
、
南
米
や
ア
フ
リ
カ
で
は
二
〇
％
以
上
増
加
し
て
い
る
国
も
少

な
く
な
い
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
世
界
各
国
の
国
民
が
、
パ
ス

ポ
ー
ト
を
取
得
す
れ
ば
多
く
の
国
を
訪
れ
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
世
界
の
国
際
旅
客
数
は
二
〇
一
一
年
に
一
〇
億

人
を
超
え
、
二
〇
一
九
年
に
は
一
五
億
人
に
迫
る
勢
い
で
成
長
し
た
。
Ｕ

Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
二
〇
三
〇
年
に
は
一
八
億
人
に
達
す
る
見
込
み
と
予
測
し
て

い
る＊
２

。

　

か
つ
て
、
娯
楽
や
楽
し
み
を
目
的
と
し
た
旅
は
、
ご
く
一
部
の
富
裕
層

に
限
ら
れ
て
お
り
、
庶
民
は
労
働
に
手
一
杯
だ
っ
た
。
先
進
国
が
発
展
途

上
国
を
観
光
対
象
と
し
、
そ
の
経
済
格
差
か
ら
発
展
途
上
国
を
消
費
し
て

き
た
「
観
光
の
南
北
問
題
」
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
あ
る
い
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
計
画
や
そ
の
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に
至
る
歴
史

は
、
人
の
移
動
を
意
味
す
る
「
旅
」
が
、
時
に
政
治
的
な
体
制
か
ら
逃
れ

た
い
と
思
う
人
び
と
を
動
か
す
も
の
に
も
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
か
ら
現
在
の
状
況
を
見
る
と
、
誰
も
が
自
由
に
移

動
で
き
る
世
界
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
は
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
文
脈
で
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
数
が
年
々
増
加

し
て
い
る
現
状
を
見
る
と
、
国
籍
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
国
間
を
自
由
に

行
き
来
で
き
る
時
代
の
到
来
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
一
九
六
七
年
に
国
際
連
合
は
「
観
光
は
平
和
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

（T
ourism

; P
assport to P

eace)

」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
定
め
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
の
問
題
や
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
紛
争
は
今
も

な
お
継
続
中
で
あ
り
、
冷
戦
中
は
東
西
諸
国
間
の
行
き
来
が
容
易
で
な
か

っ
た
と
い
う
歴
史
を
踏
ま
え
る
と
、
平
和
で
あ
る
こ
と
が
観
光
を
可
能
に

す
る
、
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
、
国
際
観
光
を
考
え
る
た
め
の
前
提
と
な
る
見
方
を
共
有
し

た
上
で
、本
稿
は
、昨
今
問
題
視
さ
れ
て
い
る
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

問
題
の
本
質
的
な
点
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
必
ず
し
も
外
国
人
旅
行
者
に
よ
っ
て
の
み
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
が
、
そ
の
急
速
な
増
加
は
日
本
の
観
光
状
況
を
大
き
く
変
え
て
き

た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
外
国
人
旅
行
者
の
日
本
へ
の
来
訪
を
中

心
に
論
じ
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
外
国
人
旅
行
者
に
つ
い
て
は
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
」
や
「
外

国
人
観
光
客
」
な
ど
の
表
現
も
あ
る
が
、「
人
の
移
動
」
を
意
味
す
る
旅

行
と
、
そ
の
旅
行
の
中
で
、
と
く
に
娯
楽
や
余
暇
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る

「
観
光
」
と
を
区
別
す
る
必
要
性
の
な
い
限
り
、本
稿
で
は
「
訪
日
外
国
人

旅
行
者
」
や
「
訪
日
外
国
人
」
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。


